
早朝より、たくさんのご参加ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧料理旅館九重
ここのえ

 

 

 
 

平成１０（１９９８）年に料理旅館としての営業

は終了しましたが、平成３０（２０１８）年に本館

と別館並びに門及び塀が国の登録有形文化財に  

指定されました。 

料理旅館九重は、大正１３（１９２４）年頃、 

銀座通りから西に入った通りに面した２階建ての

町屋で創業。その後、昭和１８（１９４３）年頃、

２階建て（一部３階）で４８畳敷きの大広間を持つ

建物が増築され、町家部分と屋敷風の増築部分が 

本館となりました。   

また、昭和２４（１９４９）年頃には、門及び 

塀も整備され本館の西側に意匠を凝らした平屋の

別館が建築されました。 

所在地 伊賀市上野西日南町１７７０番地 

 

 

▶▶▶ 裏面に「地域安全部会活動」「上野南部地区住民の避難先」を掲載しています 

 

～早朝清掃奉仕（クリーン作戦）～ 

 

回 

覧 

令和３年8月１日 第58号 

発行 上野南部地区 

住民自治協議会 

編集 広報部会 

http://ueno-nanbu.com 

 

「上野南部地区の文化と歴史」史跡編より 

５月 ８日（土） 

上野桑町        参加者３８名 

５月１５日（土） 

 上野東忍町・上野西忍町 参加者５８名 

６月 ５日（土）  

 上野鉄砲町・上野万町  参加者６７名    



上野南部地区市民センター・睦保育園・上野西小学校・上野東小学校（計 4 ヶ所） 

皆さんご存じですか？令和３年５月２０日から   

避難情報が変更になりました。 （※右下図参照） 

大きな災害が発生するたびに、国が災害対策基本法

など見直しを行っており、今回は、情報を受ける皆さ

んがきちんと「避難」していただけるように変更され

たものです。 

上野南部地区は大きな川があるわけではありませ

んが、大雨の被害は川沿いなどの洪水ハザードマップ

内の危険区域だけが危ないわけではありません。 

近年、線状降水帯を伴う大雨が長時間降り続くな

ど、事前予測ができないような事態が発生したりして

います。そういった場合には、街中であっても排水が

できず、浸水被害が発生することもあります。いざと

いうときにどう行動すればいいのか、在宅避難の備え

は大丈夫かなど事前に検討しておく必要があります。 

地域安全部会では防災備品の点検を定期的に実施

していますが、皆さんもこの機会に、それぞれ自宅で

の対策など家族や近所で話し合って、備蓄を行うなど

災害に備えましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆各町で取り決めがありますので、ご確認ください。 

 

参考資料：上野南部地区住民自治協議会避難所運営マニュアル 

５月１６日（日）午前９時から、地域安全部会のメンバーで、

防災備品の点検を行いました。 

 防災倉庫に備品が収まりきらない状況になってきた為、 

自治会で保管する備品と上野南部地区市民センターで保管  

する備品に仕分けを行いました。 

 今後は、３か月に１回チェンソー等が正常に作動するかどう

かの確認と合わせて備蓄食料品の点検を行う事としました。 

 当日は、あいにくの天候の中でしたが、２０名の参加者が 

ありました。災害は、いつ起こるかわかりません。 

日頃から、防災意識を高めておきましょう！ 

まずは、『地域の集合場所の１次避難立寄り所』へ集まります。 

 

【防災豆知識】 

※ 避難情報が変更 

～防災備品点検～ 

 


